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(57)【要約】

【課題】監視が行われていない中継区間で生じた符号誤

りを検出すること。

【解決手段】フレームを送信する送信端末と、中継装置

を介して送信端末から送信されたフレームを受信する受

信端末とを備える符号誤り検出システムであって、送信

端末は、フレームの所定領域分の領域を除く領域に対し

て所定の演算を行うことによって、フレームの符号誤り

を検出するために用いられる比較値を算出し、算出した

比較値をフレームの所定領域に格納することによってフ

レームを生成するフレーム生成部を備え、受信端末は、

中継装置を介して受信されたフレームの所定領域に格納

されている比較値に基づいてフレームの符号誤りを検出

する検出部を備える符号誤り検出システム。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 端 末 と 、 中 継 装 置 を 介 し て 前 記 送 信 端 末 か ら 送 信 さ れ た 前 記 フ

レ ー ム を 受 信 す る 受 信 端 末 と を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 送 信 端 末 は 、

　 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 所 定 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 、

前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 比 較 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 比 較

値 を 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 す る こ と に よ っ て 前 記 フ レ ー ム を 生 成 す る フ レ ー ム 生

成 部 を 備 え 、

　 前 記 受 信 端 末 は 、

　 前 記 中 継 装 置 を 介 し て 受 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 さ れ て い る 前 記 比 較 値

に 基 づ い て 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る 検 出 部 を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 検 出 部 は 、 受 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 前 記 フ

レ ー ム 生 成 部 と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 算 出 し た 値 と 、 前 記 比 較 値 と が 一 致 し な い

場 合 に 前 記 フ レ ー ム に 符 号 誤 り が 生 じ た と 検 出 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 符 号 誤 り 検 出 シ ス

テ ム 。

【 請 求 項 ３ 】

　 フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 端 末 と 、 中 継 装 置 を 介 し て 前 記 送 信 端 末 か ら 送 信 さ れ た 前 記 フ

レ ー ム を 受 信 す る 受 信 端 末 と を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム に お け る 符 号 誤 り 検 出 方 法 で

あ っ て 、

　 前 記 送 信 端 末 は 、

　 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 所 定 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 、

前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 比 較 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 比 較

値 を 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 す る こ と に よ っ て 前 記 フ レ ー ム を 生 成 す る フ レ ー ム 生

成 ス テ ッ プ を 有 し 、

　 前 記 受 信 端 末 は 、

　 前 記 中 継 装 置 を 介 し て 受 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 さ れ て い る 前 記 比 較 値

に 基 づ い て 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る 検 出 ス テ ッ プ を 有 す る 符 号 誤 り 検 出 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 端 末 と 、 中 継 装 置 を 介 し て 前 記 送 信 端 末 か ら 送 信 さ れ た 前 記 フ

レ ー ム を 受 信 す る 受 信 端 末 と を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム と し て 、 前 記 送 信 端 末 に 相 当

す る 第 １ の コ ン ピ ュ ー タ 及 び 前 記 受 信 端 末 に 相 当 す る 第 ２ の コ ン ピ ュ ー タ を 動 作 さ せ る た

め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、

　 前 記 第 １ の コ ン ピ ュ ー タ に 対 し 、

　 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 所 定 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 、

前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 比 較 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 比 較

値 を 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 す る こ と に よ っ て 前 記 フ レ ー ム を 生 成 す る フ レ ー ム 生

成 ス テ ッ プ を 実 行 さ せ 、

　 前 記 第 ２ の コ ン ピ ュ ー タ に 対 し 、

　 前 記 中 継 装 置 を 介 し て 受 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 さ れ て い る 前 記 比 較 値

に 基 づ い て 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る 検 出 ス テ ッ プ を 実 行 さ せ る た め の コ ン ピ ュ

ー タ プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 符 号 誤 り の 検 出 技 術 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 伝 送 路 上 で 送 受 信 さ れ る フ レ ー ム に 生 じ た ビ ッ ト 化 け 等 の 符 号 誤 り を 検 出 す る 技
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術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の よ う な 技 術 で は 、 通 信 端 末 等 か ら 送

信 さ れ た フ レ ー ム を 中 継 装 置 が 受 信 し 、 中 継 装 置 側 に お い て Ｆ Ｃ Ｓ （ Frame Check Sequen

ce） チ ェ ッ ク に よ り フ レ ー ム の 正 常 性 を 確 認 す る 。 そ し て 、 中 継 装 置 は 、 デ ー タ に 誤 り が

あ る 場 合 に は 受 信 し た フ レ ー ム を 破 棄 し 、 デ ー タ に 誤 り が な い 場 合 に は 受 信 し た フ レ ー ム

の 全 デ ー タ に 基 づ い て 新 た に Ｃ Ｒ Ｃ （ Cyclic Redundancy Check） 値 を 計 算 し 、 Ｆ Ｃ Ｓ と

し て デ ー タ に 付 加 し て 送 信 先 の 通 信 端 末 に 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 誤 っ た デ ー タ が 送 信 さ

れ て し ま う お そ れ を 軽 減 す る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ １ ７ ２ ８ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 従 来 の 技 術 で は 、 中 継 装 置 が Ｆ Ｃ Ｓ チ ェ ッ ク に よ り フ レ ー ム の 正 常 性 を

確 認 し て か ら フ レ ー ム を 転 送 す る ま で の 区 間 （ 以 下 、 「 中 継 区 間 」 と い う 。 ） の 監 視 が 行

わ れ て い な い 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 監 視 が 行 わ れ て い な い 中 継 区 間 で 符 号 誤 り が

発 生 す る と 、 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。

　 上 記 事 情 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 監 視 が 行 わ れ て い な い 中 継 区 間 で 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す

る こ と が で き る 技 術 の 提 供 を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 端 末 と 、 中 継 装 置 を 介 し て 前 記 送 信 端 末 か

ら 送 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 受 信 端 末 と を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム で あ っ て

、 前 記 送 信 端 末 は 、 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 所 定 の 演 算 を 行

う こ と に よ っ て 、 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 比 較 値 を 算 出 し 、

算 出 し た 前 記 比 較 値 を 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 す る こ と に よ っ て 前 記 フ レ ー ム を 生

成 す る フ レ ー ム 生 成 部 を 備 え 、 前 記 受 信 端 末 は 、 前 記 中 継 装 置 を 介 し て 受 信 さ れ た 前 記 フ

レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 さ れ て い る 前 記 比 較 値 に 基 づ い て 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出

す る 検 出 部 を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 上 記 の 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 検 出 部 は 、 受 信 さ れ た

前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 前 記 フ レ ー ム 生 成 部 と 同 様 の 演 算 を

行 う こ と に よ っ て 算 出 し た 値 と 、 前 記 比 較 値 と が 一 致 し な い 場 合 に 前 記 フ レ ー ム に 符 号 誤

り が 生 じ た と 検 出 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 端 末 と 、 中 継 装 置 を 介 し て 前 記 送 信 端 末 か

ら 送 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 受 信 端 末 と を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム に お け る

符 号 誤 り 検 出 方 法 で あ っ て 、 前 記 送 信 端 末 は 、 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領

域 に 対 し て 所 定 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 、 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用

い ら れ る 比 較 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 比 較 値 を 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 す る こ と

に よ っ て 前 記 フ レ ー ム を 生 成 す る フ レ ー ム 生 成 ス テ ッ プ を 有 し 、 前 記 受 信 端 末 は 、 前 記 中

継 装 置 を 介 し て 受 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 さ れ て い る 前 記 比 較 値 に 基 づ い

て 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る 検 出 ス テ ッ プ を 有 す る 符 号 誤 り 検 出 方 法 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 フ レ ー ム を 送 信 す る 送 信 端 末 と 、 中 継 装 置 を 介 し て 前 記 送 信 端 末 か

ら 送 信 さ れ た 前 記 フ レ ー ム を 受 信 す る 受 信 端 末 と を 備 え る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム と し て 、

前 記 送 信 端 末 に 相 当 す る 第 １ の コ ン ピ ュ ー タ 及 び 前 記 受 信 端 末 に 相 当 す る 第 ２ の コ ン ピ ュ

ー タ を 動 作 さ せ る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 前 記 第 １ の コ ン ピ ュ ー タ に 対

し 、 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 分 の 領 域 を 除 く 領 域 に 対 し て 所 定 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て
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、 前 記 フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 比 較 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 比

較 値 を 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 す る こ と に よ っ て 前 記 フ レ ー ム を 生 成 す る フ レ ー ム

生 成 ス テ ッ プ を 実 行 さ せ 、 前 記 第 ２ の コ ン ピ ュ ー タ に 対 し 、 前 記 中 継 装 置 を 介 し て 受 信 さ

れ た 前 記 フ レ ー ム の 所 定 領 域 に 格 納 さ れ て い る 前 記 比 較 値 に 基 づ い て 前 記 フ レ ー ム の 符 号

誤 り を 検 出 す る 検 出 ス テ ッ プ を 実 行 さ せ る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ り 、 監 視 が 行 わ れ て い な い 中 継 区 間 で 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す る こ と が 可 能

と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ の シ ス テ ム 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の フ レ ー ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に お け る 送 信 端 末 １ ０ の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に お け る 受 信 端 末 ２ ０ の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に お け る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ の 動 作 の 流 れ を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で

あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

　 図 １ は 、 本 発 明 に お け る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ の シ ス テ ム 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 本 発

明 の 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ は 、 送 信 端 末 １ ０ 、 受 信 端 末 ２ ０ 及 び 中 継 装 置 ３ ０ を 備 え る

。 送 信 端 末 １ ０ 、 受 信 端 末 ２ ０ 及 び 中 継 装 置 ３ ０ は 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） を 利 用 し

て 通 信 を 行 う 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 送 信 端 末 １ ０ は 、 例 え ば パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 タ ブ レ ッ ト 装 置 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、

ノ ー ト パ ソ コ ン 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、 ゲ ー ム 機 器 、 テ レ ビ 電 話 装 置 等 の 情 報 処 理 装 置 を

用 い て 構 成 さ れ る 。 送 信 端 末 １ ０ は 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ａ Ｍ （ Operations, Ad

ministration, and Maintenance） フ レ ー ム を 生 成 し 、 中 継 装 置 ３ ０ を 介 し て 受 信 端 末 ２

０ に 送 信 す る 。 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ａ Ｍ フ レ ー ム と は 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標

） 上 で 流 れ る デ ー タ で あ り 、 規 格 で 定 め ら れ た フ ォ ー マ ッ ト で 構 成 さ れ る デ ー タ で あ る 。

な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ａ Ｍ フ レ ー ム を 単 に フ レ ー ム と 称 す

る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 受 信 端 末 ２ ０ は 、 例 え ば パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 タ ブ レ ッ ト 装 置 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、

ノ ー ト パ ソ コ ン 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、 ゲ ー ム 機 器 、 テ レ ビ 電 話 装 置 等 の 情 報 処 理 装 置 を

用 い て 構 成 さ れ る 。 受 信 端 末 ２ ０ は 、 中 継 装 置 ３ ０ を 介 し て 送 信 端 末 １ ０ か ら フ レ ー ム を

受 信 す る 。

　 中 継 装 置 ３ ０ は 、 Ｌ ２ ス イ ッ チ や ブ リ ッ ジ な ど の ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 で あ り 、 送 信 端 末 １

０ か ら 送 信 さ れ た フ レ ー ム を 受 信 端 末 ２ ０ に 中 継 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 送 信 端 末 １ ０ 及 び 受 信 端 末 ２ ０ の 具 体 的 な 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 送 信 端

末 １ ０ の 機 能 構 成 を 説 明 す る 。 送 信 端 末 １ ０ は 、 バ ス で 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Proc

essing Unit） や メ モ リ や 補 助 記 憶 装 置 な ど を 備 え 、 通 信 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。 通 信 プ

ロ グ ラ ム の 実 行 に よ っ て 、 送 信 端 末 １ ０ は 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ 、 通 信 部 １ ０ ２ を 備 え

る 装 置 と し て 機 能 す る 。 な お 、 送 信 端 末 １ ０ の 各 機 能 の 全 て 又 は 一 部 は 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ （ Appl

ication Specific Integrated Circuit） や Ｐ Ｌ Ｄ （ Program mable Logic Device） や Ｆ Ｐ

Ｇ Ａ （ Field Program mable Gate Array） 等 の ハ ー ド ウ ェ ア を 用 い て 実 現 さ れ て も よ い 。

ま た 、 通 信 プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て も よ い 。 コ

ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と は 、 例 え ば フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク
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、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 媒 体 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 内 蔵 さ れ る ハ ー ド デ ィ ス

ク 等 の 記 憶 装 置 で あ る 。 ま た 、 通 信 プ ロ グ ラ ム は 、 電 気 通 信 回 線 を 介 し て 送 受 信 さ れ て も

よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 フ レ ー ム を 生 成 す る 。 具 体 的 に は 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は

、 フ レ ー ム を 生 成 す る 際 に 、 ペ イ ロ ー ド の 所 定 の 領 域 （ 以 下 、 「 予 約 領 域 」 と い う 。 ） 分

の 領 域 を 除 く ペ イ ロ ー ド の 領 域 （ 以 下 、 「 残 ペ イ ロ ー ド 領 域 」 と い う 。 ） と ヘ ッ ダ 領 域 と

に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に 基 づ い て 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ （ 比 較 値 ） を 算 出 す る 。 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ は

、 中 継 装 置 ３ ０ 内 の 中 継 区 間 で 生 じ た フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 値

で あ り 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 算 出 に は 既 存 の 技 術 が 用 い ら れ て も よ い 。 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １

は 、 算 出 し た 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 予 約 領 域 に 格 納 す る 。 次 に 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、

フ レ ー ム の 全 デ ー タ （ ヘ ッ ダ 領 域 と ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ ） に 基 づ い

て 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ を 算 出 す る 。 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ は 、 伝 送 路 上 で 生 じ た フ レ ー ム の デ ー タ の 符 号

誤 り を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 値 で あ り 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 算 出 に は 既 存 の 技 術 が 用 い ら

れ て も よ い 。 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 算 出 し た 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を Ｆ Ｃ Ｓ と し て ペ イ ロ

ー ド 領 域 に 付 加 す る 。

　 通 信 部 １ ０ ２ は 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ に よ っ て 生 成 さ れ た フ レ ー ム を 中 継 装 置 ３ ０ を

介 し て 受 信 端 末 ２ ０ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 次 に 、 受 信 端 末 ２ ０ の 機 能 構 成 を 説 明 す る 。 受 信 端 末 ２ ０ は 、 バ ス で 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ

や メ モ リ や 補 助 記 憶 装 置 な ど を 備 え 、 符 号 誤 り 検 出 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。 符 号 誤 り 検 出

プ ロ グ ラ ム の 実 行 に よ っ て 、 受 信 端 末 ２ ０ は 、 通 信 部 ２ ０ １ 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２

、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ を 備 え る 装 置 と し て 機 能 す る 。 な お 、 受 信 端 末 ２ ０ の 各 機 能

の 全 て 又 は 一 部 は 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ や Ｐ Ｌ Ｄ や Ｆ Ｐ Ｇ Ａ 等 の ハ ー ド ウ ェ ア を 用 い て 実 現 さ れ て も

よ い 。 ま た 、 符 号 誤 り 検 出 プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 録 さ

れ て も よ い 。 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 と は 、 例 え ば フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、

光 磁 気 デ ィ ス ク 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 可 搬 媒 体 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 内 蔵 さ れ

る ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 記 憶 装 置 で あ る 。 ま た 、 符 号 誤 り 検 出 プ ロ グ ラ ム は 、 電 気 通 信 回 線

を 介 し て 送 受 信 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 通 信 部 ２ ０ １ は 、 中 継 装 置 ３ ０ を 介 し て フ レ ー ム を 受 信 す る 。

　 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 さ れ た フ レ ー ム の 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ に 基 づ い て 伝 送 路 上

で 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す る 。 具 体 的 に は 、 ま ず 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は 、 フ レ ー

ム の 全 デ ー タ に 対 し て 送 信 端 末 １ ０ の フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ

っ て Ｃ Ｒ Ｃ を 算 出 す る 。 そ し て 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 フ

レ ー ム に Ｆ Ｃ Ｓ と し て 付 加 さ れ て い る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る こ

と に よ っ て 符 号 誤 り を 検 出 す る 。

　 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 受 信 さ れ た フ レ ー ム の 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ に 基 づ い て 中 継 装 置

３ ０ 内 の 中 継 区 間 で 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す る 。 具 体 的 に は 、 ま ず 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部

２ ０ ３ は 、 フ レ ー ム の ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に 対 し て

送 信 端 末 １ ０ の フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て Ｃ Ｒ Ｃ を 算 出 す る

。 そ し て 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と フ レ ー ム の 予 約 領 域 に 格

納 さ れ て い る 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る こ と に よ っ て 符 号 誤 り を 検

出 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の フ レ ー ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。

　 本 発 明 に お け る フ レ ー ム は 、 ヘ ッ ダ 領 域 、 ペ イ ロ ー ド 領 域 及 び Ｆ Ｃ Ｓ で 構 成 さ れ る 。 ヘ

ッ ダ 領 域 は 、 Ｄ Ａ （ Destination Address） 、 Ｓ Ａ （ Source Address） 及 び Ｔ Ａ Ｇ の 各 値

を 格 納 す る た め の フ ィ ー ル ド で 構 成 さ れ る 。 ペ イ ロ ー ド 領 域 は 、 予 約 領 域 及 び デ ー タ の 各

値 を 格 納 す る た め の フ ィ ー ル ド の 情 報 で 構 成 さ れ る 。
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　 Ｄ Ａ の フ ィ ー ル ド に は 、 宛 先 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス の 情 報 が 格 納 さ れ る 。 Ｓ Ａ の フ ィ ー ル ド に

は 、 送 信 元 Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス の 情 報 が 格 納 さ れ る 。 Ｔ Ａ Ｇ の フ ィ ー ル ド に は 、 Ｖ Ｌ Ａ Ｎ （ Vi

rtual Local Area Network） タ グ の 情 報 が 格 納 さ れ る 。 予 約 領 域 の フ ィ ー ル ド に は 、 符 号

誤 り 検 出 の た め の デ ー タ で あ る 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 が 格 納 さ れ る 。 予 約 領 域 は 、 例 え ば ペ イ

ロ ー ド 領 域 の 先 頭 ４ バ イ ト 分 の 領 域 で あ る 。 デ ー タ の フ ィ ー ル ド に は 、 例 え ば 残 ペ イ ロ ー

ド 領 域 分 の 全 て の ビ ッ ト が ＂ １ ＂ 又 は ＂ ０ ＂ で あ る 値 が 格 納 さ れ る 。 Ｆ Ｃ Ｓ の フ ィ ー ル ド

に は 、 符 号 誤 り 検 出 の た め の デ ー タ で あ る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 が 格 納 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 送 信 端 末 １ ０ の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

　 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に

基 づ い て 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 算 出

し た 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を フ レ ー ム の 予 約 領 域 に 格 納 す る 。 次 に 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は

、 ヘ ッ ダ 領 域 と ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に 基 づ い て 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ を 算 出

す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 算 出 し た 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を Ｆ Ｃ

Ｓ の フ ィ ー ル ド に 付 加 す る こ と に よ っ て フ レ ー ム を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。 通 信

部 １ ０ ２ は 、 生 成 さ れ た フ レ ー ム を 中 継 装 置 ３ ０ を 介 し て 受 信 端 末 ２ ０ に 送 信 す る （ ス テ

ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 そ の 後 、 送 信 端 末 １ ０ の 処 理 は 終 了 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 受 信 端 末 ２ ０ の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

　 受 信 端 末 ２ ０ の 通 信 部 ２ ０ １ は 、 フ レ ー ム を 中 継 装 置 ３ ０ か ら 受 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２

０ １ ） 。 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 さ れ た フ レ ー ム の 全 デ ー タ に 対 し て 、 送 信 端

末 １ ０ の フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 算 出 す る （

ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。 次 に 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 フ レ

ー ム の Ｆ Ｃ Ｓ の フ ィ ー ル ド に 格 納 さ れ て い る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か を 判 定

す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ） 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 し な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ － Ｎ

Ｏ ） 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は フ レ ー ム を 破 棄 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ） 。 そ の 後 、

受 信 端 末 ２ ０ は 処 理 を 終 了 す る 。

　 一 方 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３

－ Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 受 信 さ れ た フ レ ー ム の ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ イ ロ

ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に 対 し て 、 送 信 端 末 １ ０ の フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同

様 の 演 算 を 行 な う こ と に よ っ て Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ） 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 予 約 領 域 の フ ィ ー ル ド に

格 納 さ れ て い る 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ） 。

算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 し な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ － Ｎ Ｏ

） 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は フ レ ー ム を 破 棄 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ） 。 そ の 後 、 受

信 端 末 ２ ０ は 処 理 を 終 了 す る 。

　 一 方 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６

－ Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は 異 常 な し と 判 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ の 動 作 の 流 れ を 示 す シ ー ケ ン ス 図

で あ る 。

　 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に

基 づ い て 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ） 。 次 に 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は

、 ヘ ッ ダ 領 域 と ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る フ レ ー ム の デ ー タ に 基 づ い て 第 ２ の Ｃ

Ｒ Ｃ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ ） 。 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ は 、 算 出 し た 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ

及 び 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ を 用 い て フ レ ー ム を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ ） 。 通 信 部 １ ０ ２ は 、

生 成 さ れ た フ レ ー ム を 中 継 装 置 ３ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ ） 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】

　 中 継 装 置 ３ ０ は 、 フ レ ー ム を 送 信 端 末 １ ０ か ら 受 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ ） 。 中 継 装

置 ３ ０ は 、 受 信 し た フ レ ー ム の デ ー タ の 符 号 誤 り を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ ） 。 具 体

的 に は 、 ま ず 、 中 継 装 置 ３ ０ は 、 フ レ ー ム の 全 デ ー タ に 対 し て 送 信 端 末 １ ０ の フ レ ー ム 生

成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 算 出 す る 。 次 に 、 中 継 装 置 ３ ０

は 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 Ｆ Ｃ Ｓ の フ ィ ー ル ド に 格 納 さ れ て い る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が

一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 。 判 定 の 結 果 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が

一 致 し な い 場 合 、 中 継 装 置 ３ ０ は フ レ ー ム を 破 棄 す る 。 そ の 後 、 中 継 装 置 ３ ０ は 処 理 を 終

了 す る 。

　 一 方 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る 場 合 、 中 継 装 置 ３ ０ は フ

レ ー ム の 全 デ ー タ に 対 し て 送 信 端 末 １ ０ の フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と

に よ っ て Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 算 出 し 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を Ｆ Ｃ Ｓ の フ ィ ー ル ド に 格 納 し て フ レ

ー ム に 付 加 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ７ ） 。 そ の 後 、 中 継 装 置 ３ ０ は 、 フ レ ー ム を 受 信 端 末 ２

０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ８ ） 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 受 信 端 末 ２ ０ の 通 信 部 ２ ０ １ は 、 フ レ ー ム を 中 継 装 置 ３ ０ か ら 受 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３

０ ９ ） 。 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は 、 受 信 さ れ た フ レ ー ム の Ｆ Ｃ Ｓ の フ ィ ー ル ド に 格 納

さ れ て い る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ に 基 づ い て 、 伝 送 路 上 で 生 じ た フ レ ー ム の デ ー タ の 符 号 誤 り を 検

出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ ） 。 具 体 的 に は 、 フ レ ー ム の 全 デ ー タ に 対 し て 送 信 端 末 １ ０ の

フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 ２ の Ｃ

Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 し な い 場 合 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ は フ レ ー ム を 破 棄 す る 。 そ の 後

、 受 信 端 末 ２ ０ は 処 理 を 終 了 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 一 方 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る 場 合 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出

部 ２ ０ ３ は 受 信 さ れ た フ レ ー ム の 予 約 領 域 の フ ィ ー ル ド に 格 納 さ れ て い る 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ に

基 づ い て 、 中 継 装 置 ３ ０ 内 の 中 継 区 間 で 生 じ た フ レ ー ム の 符 号 誤 り を 検 出 す る 。 （ ス テ ッ

プ Ｓ ３ １ １ ） 。 具 体 的 に は 、 フ レ ー ム の ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い

る デ ー タ に 対 し て 送 信 端 末 １ ０ の フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ と 同 様 の 演 算 を 行 う こ と に よ っ て

算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 。 算 出 し た Ｃ Ｒ

Ｃ の 値 と 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 し な い 場 合 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ は フ レ ー ム

を 破 棄 す る 。 そ の 後 、 受 信 端 末 ２ ０ は 処 理 を 終 了 す る 。

　 一 方 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る 場 合 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出

部 ２ ０ ３ は 異 常 な し と 判 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 伝 送 路 上 で 生 じ た 符 号 誤 り

だ け で な く 、 監 視 が 行 わ れ て い な い 中 継 区 間 で 生 じ た 符 号 誤 り も 検 出 す る こ と が で き る 。

具 体 的 に は 、 送 信 端 末 １ ０ は 、 フ レ ー ム を 生 成 す る 際 に 予 め ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ イ ロ ー ド 領

域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に 基 づ い て 算 出 し た 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 予 約 領 域 に 格 納 す る

。 さ ら に 、 送 信 端 末 １ ０ は 、 通 常 の Ｃ Ｒ Ｃ （ 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ ） を フ レ ー ム

の 全 デ ー タ に 基 づ い て 算 出 し 、 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を Ｆ Ｃ Ｓ と し て フ レ ー ム に 付 加 す る 。

受 信 端 末 ２ ０ で は 、 中 継 装 置 ３ ０ を 介 し て 受 信 さ れ た フ レ ー ム の 伝 送 路 上 で 生 じ た 符 号 誤

り を 通 常 の Ｆ Ｃ Ｓ チ ェ ッ ク に よ り 検 出 す る 。 さ ら に 、 受 信 端 末 ２ ０ は 、 ヘ ッ ダ 領 域 と 残 ペ

イ ロ ー ド 領 域 と に 格 納 さ れ て い る デ ー タ に 基 づ い て 算 出 し た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ と

を 比 較 す る こ と に よ っ て 中 継 装 置 ３ ０ 内 の 中 継 区 間 で 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す る 。 し た が

っ て 、 中 継 装 置 ３ ０ 内 の 中 継 区 間 で 符 号 誤 り が 生 じ た 状 態 で 算 出 さ れ た Ｃ Ｒ Ｃ の 値 が Ｆ Ｃ

Ｓ と し て デ ー タ に 付 加 さ れ て い た 場 合 で あ っ て も 、 フ レ ー ム に 格 納 さ れ て い る 第 １ の Ｃ Ｒ

Ｃ の 値 に 基 づ い て 符 号 誤 り を 検 出 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 監 視 が 行 わ れ て い な い 中

継 区 間 で 生 じ た 符 号 誤 り を 検 出 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

＜ 変 形 例 ＞
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　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ が １ 台 の 送 信 端 末 １ ０ を 備 え る 構 成 を

示 し て い る が 、 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ は ２ 台 以 上 の 送 信 端 末 １ ０ を 備 え る よ う に 構 成 さ

れ て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ が １ 台 の 受 信 端 末 ２ ０ を 備

え る 構 成 を 示 し て い る が 、 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ は ２ 台 以 上 の 受 信 端 末 ２ ０ を 備 え る よ

う に 構 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 送 信 端 末 １ ０ と 受 信 端 末 ２ ０ と の 間 に は 複 数 台 の 中 継 装 置

３ ０ が 備 え ら れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。

　 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 算 出 方 法 は 、 上 述 の 方 法 に 限 定 さ れ る 必 要 は な い 。 例 え ば 、 第 １ の Ｃ Ｒ

Ｃ は 、 残 ペ イ ロ ー ド 領 域 に 基 づ い て 算 出 さ れ て も よ い 。

　 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 は 、 ヘ ッ ダ 領 域 に 格 納 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 送 信 端 末 １ ０ 及 び 受 信 端 末 ２ ０ は 、 情 報 処 理 装 置 を 用 い て 構 成 さ れ る

例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る 必 要 は な い 。 例 え ば 、 Ｌ ２ ス イ ッ チ や ブ リ ッ ジ な ど の ネ

ッ ト ワ ー ク 機 器 で あ る 中 継 装 置 ３ ０ が 送 信 端 末 １ ０ や 受 信 端 末 ２ ０ と し て 機 能 す る よ う に

構 成 さ れ て も よ い 。 こ の よ う に 構 成 さ れ る 場 合 、 以 下 の よ う な 処 理 が 行 な わ れ る 。 例 え ば

、 送 信 端 末 １ ０ と し て 機 能 す る 中 継 装 置 ３ ０ は 、 送 信 端 末 １ ０ が 行 う 処 理 を 実 行 す る 。 具

体 的 に は 、 中 継 装 置 ３ ０ は 、 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 及 び 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 を 用 い て フ レ ー ム を

生 成 し 、 生 成 し た フ レ ー ム を 受 信 端 末 ２ ０ に 送 信 す る 。 ま た 、 受 信 端 末 ２ ０ と し て 機 能 す

る 中 継 装 置 ３ ０ は 、 受 信 端 末 ２ ０ が 行 う 処 理 を 実 行 す る 。 具 体 的 に は 、 中 継 装 置 ３ ０ は 、

受 信 さ れ た フ レ ー ム に 基 づ い て 算 出 さ れ る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 フ レ ー ム に 格 納 さ れ て い

る 第 ２ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か 判 定 す る 。 ま た 、 中 継 装 置 ３ ０ は 、 受 信 さ れ た フ

レ ー ム に 基 づ い て 算 出 さ れ る 第 １ の Ｃ Ｒ Ｃ の 値 と 、 フ レ ー ム に 格 納 さ れ て い る 第 １ の Ｃ Ｒ

Ｃ の 値 と が 一 致 す る か 否 か 判 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ に 適 用 す る フ レ ー ム と し て イ ー サ ネ ッ

ト （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ａ Ｍ フ レ ー ム を 用 い る 構 成 を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る 必 要 は な い 。

例 え ば 、 送 信 端 末 １ ０ が 生 成 す る こ と が で き る フ レ ー ム で あ れ ば 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商

標 ） Ｏ Ａ Ｍ フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム が 符 号 誤 り 検 出 シ ス テ ム １ に 用 い ら れ て も よ い 。 例 え

ば 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） Ｏ Ａ Ｍ フ レ ー ム 以 外 の フ レ ー ム と し て 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登

録 商 標 ） フ レ ー ム な ど が あ る 。

　 ま た 、 送 信 端 末 １ ０ は 、 符 号 誤 り 検 出 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。

こ の 場 合 、 送 信 端 末 １ ０ は 、 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ２ 、 第 １ 符 号 誤 り 検 出 部 ２ ０ ３ を さ

ら に 備 え る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 受 信 端 末 ２ ０ は 、 通 信 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る よ う に

構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 受 信 端 末 ２ ０ は 、 フ レ ー ム 生 成 部 １ ０ １ を さ ら に 備 え る よ

う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は こ

の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 等 も 含 ま れ

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

１ ０ … 送 信 端 末 ， 　 ２ ０ … 受 信 端 末 ， 　 ３ ０ … 中 継 装 置 ， 　 １ ０ １ … フ レ ー ム 生 成 部 ， 　

１ ０ ２ … 通 信 部 ， 　 ２ ０ １ … 通 信 部 ， 　 ２ ０ ２ … 第 ２ 符 号 誤 り 検 出 部 ， 　 ２ ０ ３ … 第 １ 符

号 誤 り 検 出 部 （ 検 出 部 ）

10

20

30

40



(9) JP  2015-80030  A   2015.4.23

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】



(10) JP  2015-80030  A   2015.4.23

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　小林　正啓

　　　　　　東京都新宿区西新宿三丁目１９番２号　東日本電信電話株式会社内

(72)発明者　行田　克俊

　　　　　　東京都新宿区西新宿三丁目１９番２号　東日本電信電話株式会社内

Ｆターム(参考) 5K014 AA04　BA06


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

